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　昨年、「やまなみ手稲」の皆さんが手稲山の草花を観察し、その写真と
解説を掲載した「手稲山に咲く花」がこの春完成しました。
　同会は区役所からの、「手稲山の自然の素晴らしさを紹介する冊子を地
元の人たちの手で」との呼びかけに応じた、登山仲間の皆さんで結成され
たものです。
　皆さんは花の専門家ではありませんが、写真を撮影する役、文献で詳細
を調べる役などと仕事を分担しながら、半年に渡って作業を進めてきまし
た。濱谷さんは「花が咲くのは一瞬。開花時期を逃して悔しい思いもし
た」と振り返ります。また「冊子作りを通して、会の仲間との交流が深ま
り、花に親しむ気持ちもより強くなりました」と完成を喜び、この冊子を
作り上げていく時間が皆さんにとって大変貴重なものとなったようです。
　一方でメンバーからは、「山にはごみがたくさんあり、何十年も見てき
たが花が減ってきていると思う」と自然に対する不安の声も聞かれました。
手稲山を長年愛してきた皆さんは、「これからも手稲山の自然を大切にし、
散策や花の観察を続けていきたい」と生き生きと語ってくれました。

▲75種類の花の写真と解説が掲
載された「手稲山に咲く花」

▲昨年の活動の一つである沢歩
き体験

▲「やまなみ手稲」の皆さん（最前列右から２人目が代表の濱
はま

谷
たに

義
よし

昭
あき

さん）

「
手
稲
山
に
咲
く
花
」を
企
画
・
編
集

「
や
ま
な
み
手
稲
」
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　手稲区の個性が輝き、
誰もが安心してこころ豊
かに暮らせる、質の高い
まちづくりを進め、区民
の皆さまが「住んでいて
良かった」と実感できる
“ふるさと手稲”の実現を
目指します。

①「人」「情報」「資産」など
多種・多様なまちづくり
の資源を有機的に結びつ
け、さまざまな力を結集・
展開して、地域力あふれ
る“ふるさと手稲”づくり
を進めます。

②「市民参加」「情報の共
有」など自治基本条例の
基本原則に基づき、地域
の皆さまと力を合わせて、
「私たちのまちは私たち
が創る」という区民が主
役のまちづくりをさらに
進めてまいります。

　一人一人が安心して笑
顔で暮らせるまちづくり
を地域の皆さまとともに
推進するために、地域で
行われている安全・安心、
地域福祉、子育て、健康
づくり等の取り組みに対
する支援を継続します。
　また、地域の自然や歴
史・文化などの地域個性
を活かしながら、「てい
ねっていいね」と実感で
きる“ふるさと手稲”の実
現を目指して協働型のま
ちづくりを行います。

　常に地域の皆さまの視
点で考え、より効率的で
公正な、分かりやすい行
政サービスの提供を目指
すとともに、市民自治に
よるまちづくりを推進す
る職員の能力向上・育成
に努めます。

区の使命と目標

３つの視点

区の運営方針　重点取組項目と主な平成20年度事業

郷　

土

自　

治

改　

革

まちづくりの目標

区の使命

•安全・安心な地域づくり推進事業
•「まちづくりセンター」を通じた地域まちづくり支援
•「ふるさと手稲」歴史発見事業
•「ていねっていいね！区民の集い」への支援
•「小樽市」、「石狩市」との交流事業
•北海道工業大学との連携
•「ていね夏あかり」、「手稲山雪の祭典」事業
•知的障がい者などを対象としたホームヘルパー養
成講座の実施 

•「手稲区健康っていいねフェア」、地域の健康づくり
　推進事業
•地域の子育て支援推進事業
•エコクッキング推進事業　　　　　　　　　など

主な平成20年度事業

区民によるまちづくり活動のさらなる促進
に向けた支援を推進します。

ともに支えあう
ふるさと手稲づくり

質の高い行政
サービスの提供

重点取組項目

•「市民サービスアップ」の推進と向上
•障がい者の方を講師とした職員研修の充実

主な平成20年度事業

職員の知識・経験を最大限に活かした行政
サービスの提供。

重点取組項目

　手稲区では、平成20年度のまちづくりの指針「手稲区実施プラン（ていねってい
いねプラン）2008」を策定しました。　
　ここでは、「手稲区実施プラン（ていねっていいねプラン）2008」および手稲区
内で行われる主な事業について紹介します。

手稲区実施プラン
（ていねっていいねプラン）2008
手稲区実施プラン
（ていねっていいねプラン）2008

平成２0年度の手稲区のまちづくり指針
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◆
安
全
・
安
心
な
地
域
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す

　

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
家

庭
や
地
域
を
つ
く
る
こ
と
は
、

私
た
ち
一
人
一
人
の
願
い
で
す
。

区
民
の
皆
さ
ま
と
の
情
報
共
有

を
進
め
な
が
ら
、
地
域
や
関
係

機
関
と
協
働
し
て
犯
罪
の
な
い

安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
地
域
が
取
り
組
む
活
動

を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
20
年
度
は
「
札

幌
市
総
合
防
災
訓
練
」
が
手
稲

区
で
実
施
さ
れ
ま
す
。
防
災
関

係
機
関
や
地
域
に
、
よ
り
密
接

な
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
防
災

で
育
む
「
ふ
る
さ
と
手
稲
」
づ

く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
」

を
通
じ
た
地
域
ま
ち
づ
く
り
を

支
援
し
ま
す

　

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
が
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
役
と
な
り
な
が

ら
、
地
域
と
の
協
働
に
よ
り
、

課
題
の
共
有
を
進
め
る
と
と
も

に
、
解
決
の
手
法
を
発
信
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
人
や
団
体
の
連
携
を

促
進
す
る
た
め
、
地
域
情
報
誌

や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
通
じ
、

情
報
発
信
の
充
実
・
強
化
を
継

続
し
て
い
き
ま
す
。

　

区
役
所
は
庁
内
横
断
的
に
、

ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
の
支
援

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
「
ふ
る
さ
と
手
稲
」
歴
史
発

見
事
業
を
推
進
し
ま
す

　

区
民
が
愛
着
と
誇
り
を
共
有

で
き
る「
ふ
る
さ
と
手
稲
」づ
く

り
を
行
う
た
め
、
区
内
の
郷
土

史
研
究
団
体
と
連
携
し
、
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
化
し
た
歴
史
的
な

資
料
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
公
開
な

ど
を
行
い
、
皆
さ
ま
が
郷
土
の

歴
史
に
触
れ
る
こ
と
が
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
。

◆
「
て
い
ね
っ
て
い
い
ね
！
区

民
の
集
い
」
を
支
援
し
ま
す

　

手
稲
区
の
ま
ち
づ
く
り
に
携

わ
る
町
内
会
や
各
種
団
体
・
グ

ル
ー
プ
、
区
民
が
集
う
「
て
い

ね
っ
て
い
い
ね
！
区
民
の
集

い
」が
行
う
平
成
17
年
度
の「
み

ん
な
で
創
ろ
う
犯
罪
の
な
い

”ふ
る
さ
と
手
稲
“」
宣
言
に
基

づ
く
取
り
組
み
を
支
援
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
21
年
度
に
区
制

20
周
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、

手
稲
ら
し
さ
を
活
か
し
た
記
念

事
業
の
準
備
を
連
携
し
て
行
っ

て
い
き
ま
す
。

◆
「
小
樽
市
」「
石
狩
市
」
両

市
と
の
交
流
を
促
進
し
ま
す

　

手
稲
区
と
隣
接
す
る
「
小
樽

市
」「
石
狩
市｣

両
市
と
の
交
流

を
促
進
し
、
相
互
に
情
報
交
換

を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
区
・
市

の
枠
を
超
え
た
ま
ち
づ
く
り
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

に
向
け
た
取
り
組
み
や
、経
済
・

文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
な
ど
を

通
じ
て
両
市
の
住
民
と
の
さ
ら

な
る
交
流
促
進
を
支
援
し
て
い

き
ま
す
。

◆
北
海
道
工
業
大
学
と
の
連
携

を
行
い
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し

ま
す

　

平
成
20
年
３
月
18
日
に
手
稲

区
連
合
町
内
会
連
絡
協
議
会
、

北
海
道
工
業
大
学
及
び
手
稲
区

の
三
者
が
、「
地
域
連
携
協
定
」

を
締
結
し
、
大
学
が
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
知
的
資
源
を
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
に
活
か
す
な
ど

の
連
携
や
、
地
域
と
学
生
と
の

交
流
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
環

境
が
整
え
ら
れ
ま
し
た
（
詳
細

は
本
誌
区
版
10
ペ
ー
ジ
）。

　

今
後
は
、
こ
の
協
定
に
基
づ

い
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、

高
め
あ
い
、
協
力
し
あ
う
関
係

を
築
き
、「
愛
着
と
誇
り
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
・
人

材
育
成
」
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
「
手
稲
山
雪
の
祭
典
」
を
開

催
し
ま
す

　

手
稲
区
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る

手
稲
山
を
会
場
に
雪
と
親
し
む

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
区
民
の

連
帯
意
識
の
醸
成
と
冬
の
生
活

を
楽
し
む
文
化
の
創
造
を
進
め

ま
す
。

と
も
に
支
え
あ
う

ふ
る
さ
と
手
稲
づ
く
り

　

手
稲
区
で
は
、
区
民
が
愛
着

と
誇
り
を
共
有
で
き
る
「
ふ
る

さ
と
手
稲
」
づ
く
り
を
目
指
し
、

「
郷
土
」「
自
治
」「
改
革
」の
視
点

に
基
づ
き
、
積
極
的
な
取
り
組

み
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

そ
の
成
果
と
し
て
、
ま
ち
づ

く
り
活
動
を
進
め
て
い
く
た
め

の
、
区
民
の
皆
さ
ま
と
区
役
所

と
の
大
変
良
好
な
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
息
づ
い
て
い
る
と
感

じ
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
区
民
の
皆
さ
ま
と

の
協
働
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

「
小
樽
市
」「
石
狩
市
」
の
両
市

と
の
交
流
や
情
報
交
換
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
枠
を
超
え
て
地
域

の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
と
と

も
に
、
町
内
会
組
織
・
北
海
道

工
業
大
学
な
ど
と
の
地
域
連
携

に
よ
る
取
り
組
み
な
ど
、
今
ま

で
以
上
に
よ
り
多
く
の
皆
さ
ま

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

き
な
が
ら
、
地
域
力
あ
ふ
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　　

平
成
20
年
４
月

手
稲
区
の
運
営
に
あ
た
っ
て

手
稲
区
長

　
　
　

小こ

山や
ま　

高た
か

史し

平成20年度手稲区主要事業紹介
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◆
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
を
推
進
し

ま
す

　

買
い
物
を
無
駄
な
く
計
画
的

に
行
い
、
調
理
や
後
片
付
け
の

時
に
で
き
る
だ
け
捨
て
る
も
の

を
減
ら
し
、
排
水
を
汚
さ
な
い

よ
う
に
す
る
な
ど
、
環
境
へ
の

負
担
を
少
な
く
し
た
「
エ
コ
ク

ッ
キ
ン
グ
」
を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
平
成
19
年
度
に
作
成

し
た
「
て
い
ね
エ
コ
ク
ッ
キ
ン

グ
レ
シ
ピ
集
」
を
活
用
し
て
地

産
地
消
の
推
進
と
健
康
な
体
づ

く
り
の
た
め
、
身
近
な
野
菜
を

取
り
入
れ
た
料
理
で
、
野
菜
の

摂
取
量
増
加
を
勧
め
ま
す
。

◆
知
的
障
が
い
者
を
対
象
と
し

た
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
養
成
講
座

を
実
施
し
ま
す

　

障
が
い
者
の
社
会
参
加
を
支

援
す
る
た
め
に
、
高
等
養
護
学

校
の
卒
業
生
な
ど
を
対
象
に
、

手
稲
区
独
自
の
事
業
と
し
て
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
養
成
講

座
を
実
施
し
ま
す
。

◆
区
役
所
改
革

　

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
取

り
組
み
ま
す

　

窓
口
接
遇
や
市
民
満
足
度
の

向
上
を
目
に
見
え
る
形
で
実
感

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
よ
り

一
層
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

ま
す
。

　
「
自
治
基
本
条
例
」
を
よ
り

効
果
的
に
具
体
化
し
、
市
民
が

主
役
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

活
躍
で
き
る
職
員
の
育
成
を
行

う
た
め
、
職
員
研
修
を
実
施
し

ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
り
つ
つ
、
他

課
の
業
務
に
も
精
通
す
る
こ
と

で
、
市
民
の
問
い
合
わ
せ
な
ど

に
迅
速
・
的
確
に
対
応
で
き
る

よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

◆
道
路
の
整
備
を
し
ま
す

○
富
丘
通
は
、
拡
幅
整
備
を
行

う
た
め
、
昨
年
度
か
ら
継
続
し

て
用
地
の
取
得
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
新
川
に
架
か
る
橋
り

ょ
う
（
仮
称
・
新
川
富
丘
通
橋
）

の
新
設
に
向
け
て
引
き
続
き
用

地
の
取
得
を
進
め
ま
す
。

○
新
発
寒
通
は
、
拡
幅
整
備
を

行
う
た
め
、
継
続
し
て
用
地
の

取
得
を
進
め
る
と
と
も
に
、
昨

年
度
か
ら
の
道
路
改
良
工
事
を

継
続
し
て
行
い
ま
す
。

○
西
宮
の
沢
・
新
発
寒
通
は
、

Ｊ
Ｒ
函
館
本
線
と
の
立
体
交
差

上
部
工
事
お
よ
び
舗
装
工
事
を

行
い
、
本
年
秋
に
立
体
交
差
を

開
通
す
る
予
定
で
す
。

○
鉄
工
団
地
通
は
、
中
の
川
お

よ
び
三
樽
別
川
に
よ
り
分
断
さ

れ
て
い
る
稲
積
地
区
・
前
田
地

区
間
を
連
絡
す
る
橋
り
ょ
う
の

新
設
と
拡
幅
整
備
を
す
る
た
め
、

継
続
し
て
用
地
の
取
得
を
進
め

る
と
と
も
に
、
橋
り
ょ
う
上
部

工
事
お
よ
び
擁
壁
工
事
を
行
い

ま
す
。

○
手
稲
本
通
線
の
手
稲
駅
周
辺

と
、
樽
川
線
の
歩
道
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
行
い
ま
す
。

○
石
狩
・
手
稲
線
の
手
稲
跨
線

橋
お
よ
び
新
川
中
央
橋
、
曙
通

の
曙
跨
線
橋
、
星
置
通
の
星
置

跨
線
橋
の
耐
震
補
強
工
事
を
行

い
ま
す
。　

◆
河
川
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
新
発

寒
桜
川
で
は
、
橋
り
ょ
う
工
事
、

稲
積
川
お
よ
び
富
丘
川
で
は
護

岸
工
事
を
行
い
ま
す
。

◆
公
園
の
整
備
を
行
い
ま
す

　

山
口
緑
地
、
曙
西
公
園
、
星

置
緑
地
、
中
の
川
緑
地
、
新
発

寒
さ
く
ら
公
園
な
ど
の
新
規
造

成
・
整
備
を
行
い
ま
す
。

　

平成20年度手稲区主要事業紹介

質
の
高
い

 

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

こ
の
他
に
も
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
行
い
ま
す

～ご意見をお寄せください！～
　手稲区では、まちづくりの主役である「人」を尊重し、誰もが安心して暮らせるまちづくりを推進することに
より、文化と誇りあふれる“ふるさと手稲”づくりを目指してまいります。
　私たち手稲区役所職員は、区民の信託に応え、責任を持った市政運営を担っていくことはもちろんのこと、各
担当業務の枠を超えてより協力し合える環境をつくり、区民の皆さまのご理解とご協力を得ながらこのプランの
実現を目指します。
　今後、プランの実践に向けての参考にさせていただきますので、「手稲区実施プラン（ていねっていいねプラン）
2008」について、下記の担当までご意見をお寄せください。
　担当　市民部総務企画課庶務係　　電話　681－2400（内線212・213）　ファクス　681－2523
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広告

ウオッチング・ていね

▲通学路での清掃活動

　手稲区の建設会社や道路工事会社など26社で組織する「手
稲区災害防止協力会」が、春の街頭啓発と区内の小学校や幼
稚園周辺の通学路などの清掃ボランティアを行いました。

春の街頭啓発・清掃ボランティア（4/4）

自然観察会in星置緑地（4/20）

児童も元気にあいさつします▲

▲雨の中、交通安全の街頭啓発

　星置緑地で暖かい陽気の中自然観察会が行われ、参加者た
ちは解説者の案内の下、緑地内を散策しました。

▲ミズバショウの花が咲き、参
加者の目を楽しませていました

▲観察会の様子

▲熱心に解説に耳を傾けていました

2008─❺─広報さっぽろ手稲



内
容　

日
本
舞
踊
、
民
謡
な
ど
。

日
時　

６
月
７
日
㈯
午
前
９
時
30

分
開
場
、
午
前
10
時
開
会
、
午
後

４
時
閉
会
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

費
用　

入
場
料
600
円
。
※
収
益
金

の
一
部
は
手
稲
区
社
会
福
祉
協
議

会
な
ど
に
寄
付
し
ま
す
。

申
込　

当
日
、
入
場
料
持
参
の
上
、

直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

詳
細

地
域
振
興
課
地
域
活
動
担

当
☎
(681)
２
４
０
０
内
線
255

◆
手
稲
す
こ
や
か
講
演
会

テ
ー
マ　

認
知
症
を
予
防
し
よ
う
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
演
芸
会
の

 

お
知
ら
せ

手
稲
老
人
福
祉

 

セ
ン
タ
ー
か
ら

講
師　

宮み
や

本も
と

礼れ
い

子こ

氏
（
西
成
病
院

医
師
）。

日
時　

５
月
20
日
㈫
午
前
11
時
〜

正
午
。

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
２
階
教
養
講

座
室
。

申
込　

当
日
直
接
会
場
へ
。
参
加

無
料
。

詳
細

手
稲
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
曙
２
条
１
丁
目
）☎
(684)
３
１
３
１

◆
初
心
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
講
座

◆
ミ
ニ
テ
ニ
ス
入
門
講
座

　

年
齢
に
関
係
な
く
、
室
内
で
気

軽
に
楽
し
め
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

日
時　

５
月
21
日
㈬
午
後
２
時
〜

星
置
地
区
セ
ン
タ
ー

 

か
ら

４
時
。

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
体
育
室
。

対
象　

区
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
（
中
高
生
は
除
く
）。

定
員　

先
着
20
人
。

費
用　

無
料
。

持
ち
物　

運
動
靴
、
タ
オ
ル
。

申
込　

５
月
16
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
。

◆
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ヨ
ガ

　

筋
肉
を
ほ
ぐ
し
て
ス
ト
レ
ッ
チ

し
、
美
し
く
健
康
な
体
を
目
指
し

ま
す
。

日
時　

６
月
２
日
㈪
か
ら
７
月
28

日
㈪
の
毎
週
月
曜
日
、
午
後
１
時

〜
３
時
（
全
８
回
）。

会
場　

同
セ
ン
タ
ー
体
育
室
。

対
象　

区
内
在
住
の
15
歳
以
上
の

方
（
中
高
生
は
除
く
）。

定
員　

先
着
30
人
。

費
用　

受
講
料
４
千
900
円
。

持
ち
物　

運
動
靴
・
タ
オ
ル
・
飲

み
物
（
水
分
補
給
用
）。

申
込　

５
月
27
日
㈫
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
の
み
受
け
付
け
。
費
用

は
開
講
日
に
納
入
。

◆
星
座
観
察
会

　

月
や
火
星
、
土
星
な
ど
を
観
察

し
ま
す
。

日
時　

５
月
13
日
㈫
、
14
日
㈬
午

後
７
時
〜
８
時
。

対
象　

区
内
在
住
の
方
（
中
学
生

以
下
は
保
護
者
同
伴
）。

※
お
子
さ
ん
に
は
ス
タ
ン
プ
帳
を

配
布
。
ス
タ
ン
プ
を
集
め
る
と
プ

レ
ゼ
ン
ト
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、

天
候
に
よ
り
中
止
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

申
込
先
・
詳
細

星
置
地
区
セ
ン
タ

ー
（
星
置
２
条
３
丁
目
）

☎
(695)
３
２
２
０

対　　　象　区内在住かお勤め先のある15歳以上の方（中高生は除く）。
申　　　込　①５月12日（月）から電話または窓口へ。②５月26日（月）から電話。
　　　　　　③５月30日（金）から電話。すべて先着順。
受講料納入　①５月17日（土）～20日（火）、②６月２日（月）～４日（水）、③６月６日（金）～９
　　　　　　日（月）に、区民センター１階受付窓口で納入（納入された受講料は、お返しで
　　　　　　きませんのでご了承ください）。
受付時間　申し込み、費用納入ともに午前９時～午後７時（土日も開館）。
※１交通費は自己負担、※２希望者には託児を行います、申し込み時にお申し出ください。

前田１条11丁目　☎681‒5121

◆区民講座◆

人　口　138,570人　（－214）
世帯数　154,443世帯（+106）
　　　（　）内は前月比
　　　 4月1日現在

5 月11日から6月10日までの区内の情報です

手稲区シンボルマーク

ワード・午後 ワード・夜間
月日 5月26日（月）～30日（金）［全5回］
時間 午後2時～4時 午後6時～8時
会場 同センター2階研修室
対象 区内在住の15歳以上の方（中高生は除く）
定員 先着18人 先着18人
費用 受講料 3,500円　教材費 1,000円

申込 5月15日（木）午前9時から電話でのみ受け付
け。費用は開講日納入。

講座名 実施日 時間 場所 定員 費用

①
おいしい珈琲講座
コーヒー豆の知識
抽出のコツを学ぼう

5月21日（水）
6月 4日（水）
　 18日（水）
　 26日（木）
【全4回】

午前10時～正午
3階料理実習室
最終日は石狩
市花川にある
珈琲店 ※1

10人
受講料
2,300円
教材費
1,050円

②
パソコンワード入門
初心者も安心して
受講できます

6月 9日（月）
 ～14日（土）
【全6回】

【午前コース】
午前10時～正午 2階

第4会議室
各コース
20人

受講料
3,400円
教材費
1,000円

【午後コース】
午後1時30分～3時30分

③
季節の料理講座～第1弾～
春食材を使った簡単　　　
おもてなし料理とデザート

6月20日（金） 午前10時30分
～午後1時30分

3階
料理実習室

20人
※2

受講料
1,000円
教材費
　700円

2008─❺─広報さっぽろ 手稲



　

国
や
北
海
道
、
特
殊
法
人
な
ど

に
対
す
る
苦
情
や
意
見
な
ど
の
無

料
相
談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

５
月
19
日
㈪
午
後
１
時
〜

４
時
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ

ー
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

行
政
相
談
委
員　

尾お

川が
わ

和か
ず

彦ひ
こ

氏
、

荒あ
ら

井い

勝か
つ

利と
し

氏
、
町ま

ち

田だ

宏ひ
ろ

子こ

氏
。

詳
細

総
務
企
画
課
広
聴
係

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
224
〜
226

◆
忘
れ
て
い
ま
せ
ん
か

　

平
成
19
年
度
国
民
健
康
保
険
料

の
納
付
期
限
は
す
で
に
終
了
し
て

い
ま
す
。
お
忘
れ
の
方
は
、
お
早

め
に
納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
病
気
や
失
業
な
ど
で
保

険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

夜
間
相
談
日　

５
月
13
日
㈫
、
14

日
㈬
、
15
日
㈭
、
20
日
㈫
、
22
日

㈭
、
27
日
㈫
、
29
日
㈭
の
午
後
８

時
ま
で
。

休
日
相
談
日　

５
月
18
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
30
分
。

場
所　

区
役
所
２
階
②
番
窓
口

（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

◆
口
座
振
替
の
ご
利
用
を

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
便
利
な

春
の
一
日
行
政
相
談

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
申
し
込
み
は
預
金
口
座
の
あ
る

金
融
機
関
、
郵
便
局
ま
た
は
区
役

所
保
険
年
金
課
へ
。

詳
細

保
険
年
金
課
収
納
係　
　

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
394･

395

◆
子
育
て
講
座

「
食
の
大
切
さ
〜
お
い
し
く
！
楽

し
く
！
何
で
も
食
べ
よ
う
！
」

講
師　

保
健
セ
ン
タ
ー
管
理
栄
養

士
。

日
時　

５
月
30
日
㈮
午
後
２
時
〜

３
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
３
階
視
聴

覚
室
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

対
象　

０
歳
か
ら
就
学
前
ま
で
の

乳
幼
児
を
育
て
て
い
る
保
護
者
。

※
受
講
中
は
託
児
を
行
い
ま
す
。

定
員　

先
着
20
人
。

費
用　

無
料
。

申
込　

５
月
12
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
。

◆
子
育
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
習
会

受
講
者
募
集

　

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
養
成
の
た
め
の
講
習
会

で
す
。
子
育
て
に
関
す
る
基
本
的

知
識
と
実
技
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
基
礎
な
ど
を
学
び
ま
す
。

日
時　

講
義
は
５
月
26
日
㈪
、
27

日
㈫
。
実
技
は
５
月
28
日
㈬
〜
６

月
３
日
㈫
の
都
合
の
良
い
日
に
１

回
子
育
て
サ
ロ
ン
に
参
加
。
い
ず

れ
も
午
前
10
時
〜
正
午（
全
３
回
）。

会
場　

講
義
は
区
役
所
３
階
Ｃ
会

議
室
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。
子

育
て
サ
ロ
ン
は
参
加
日
に
よ
り
会

場
が
異
な
り
ま
す
。

定
員　

先
着
15
人
。

費
用　

無
料
。

申
込　

５
月
12
日
㈪
午
前
９
時
か

ら
電
話
で
受
け
付
け
。

申
込
先
・
詳
細

健
康
・
子
ど
も
課

子
育
て
支
援
係

☎
(681)
２
４
０
０
内
線
551
〜
555

国
保
か
ら
の

　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

子
育
て
支
援
係
か
ら

募集内容　身近なところから男女共同参画を推進する
　　　　　ような標語で、未発表の自作のもの。

　　　例　「決めないで　妻と夫の家事仕事」

応募資格　区内在住か区内にお勤め先のある方。
募集期間　５月12日（月）～31日（土）（消印有効）。
応募方法　 はがき、ファクス、Ｅメールで、１通につき

１作品と住所、氏名、年齢、性別、電話番号
を記入のうえお送りください。

※６月23日（月）～29日（日）に行う予定の「男女共同参画
週間パネル展」に作品を掲示し、投票を行い、優秀作品
（１点）を決定します（受賞者には記念品を贈呈）。また、
応募された作品は、今後作成予定の「ジェンダーかるた
（仮称）」の読み札として使用する場合があります。

【応募あて先・詳細】〒006‒8612 手稲区前田１条11丁目
手稲区地域振興課地域活動担当
☎681‒2400内線256　ファクス681‒2523
Eメール　te.chikishinko@city.sapporo.jp

対象・定員　16歳以上、各26人。
申込　５月13日（火）～19日（月）の午前10時～午後８時に電話ま
たは直接来館。
※定員を超える場合は、５月21日（水）午後３時から同体育館
１階多目的室で抽選を行います（問い合わせは午後４時以降）。
受講料納入　５月21日（水）～28日（水）までに直接体育館に来館
し納入。
※受講料のほかに、毎回施設利用料（一般390円、高校生230円、
65歳以上130円）が必要です。高校生は生徒証を、65歳以上の
方は年齢を証明できるものをお持ちください。
※「受講可能」となった場合、その権利を他人に譲渡すること
はできません。

◆スポーツ講習会受講者募集◆

曙２条１丁目　☎684‒0088

男女共同参画の趣旨を広く浸透させるため
「男女共同参画標語」を募集します
男女共同参画の趣旨を広く浸透させるため
「男女共同参画標語」を募集します

手稲区体育館から手稲区体育館から

講習会名 回数 曜日 実施期間 時　間 受講料
（65歳以上）

ゴルフ
基礎～形成

8 土 7月5日～
　9月6日

午前9時～
10時30分 7,200円

（5,800円）ゴルフ　
アプローチ＆スイングコントロール

午前10時50分～
午後0時20分
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手
稲
区
民

　
　

 

ダ
ン
ス
の
集
い

日
時　

５
月
16
日
㈮
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分
。

会
場　

区
民
セ
ン
タ
ー
２
階
区
民

ホ
ー
ル
（
前
田
１
条
11
丁
目
）。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

費
用　

300
円
。

持
ち
物　

ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
、
ヒ

ー
ル
キ
ャ
ッ
プ
。

申
込　

当
日
、
直
接
会
場
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
。

詳
細

区
民
セ
ン
タ
ー

☎
(681)
５
１
２
１

◆
家
庭
菜
園
教
室

　

家
庭
菜
園
の
基
本
的
な
知
識
に

加
え
、
お
い
し
い
野
菜
作
り
の
こ

つ
を
学
び
ま
す
。

日
時　

５
月
20
日
㈫
午
前
９
時
30

分
〜
正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
18
歳
以
上
の

方
（
学
生
を
除
く
）。

定
員　

先
着
40
人
。

費
用　

参
加
料
500
円
。

そ
の
他　

野
菜
の
種
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

申
込　

５
月
13
日
㈫
午
前
10
時
か

ら
受
け
付
け
。
費
用
を
添
え
て
窓

口
ま
で
（
電
話
不
可
）。

◆
男
性
の
家
庭
料
理
講
座

　

家
庭
で
作
る
料
理
の
体
験
講
座

で
す
。
今
回
は
和
食
を
体
験
し
ま

す
。

内
容　

ご
飯
と
味
噌
汁
、
簡
単
な

お
か
ず
作
り
。

日
時　

５
月
28
日
㈬
午
前
10
時
〜

正
午
。

対
象　

区
内
在
住
の
30
歳
以
上
の

男
性
。

定
員　

先
着
20
人
。

費
用　

千
300
円
（
材
料
費
込
み
）。

申
込　

５
月
16
日
㈮
午
前
10
時
か

ら
受
け
付
け
。
費
用
を
添
え
て
窓

口
ま
で
（
電
話
不
可
）。

申
込
先
・
詳
細

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
（
手
稲
本
町
３
条
１

丁
目
）
☎
(681)
２
１
３
３ 

　

楽
し
く
歩
き
な
が
ら
健
康
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
に
、今
年
も「
手

稲
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
」
を

使
っ
て
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を
始
め

ま
す
。

　

ス
タ
ン
プ
を
３
つ
以
上
集
め
た

方
に
は
記
念
品
と
し
て
オ
リ
ジ
ナ

ル
タ
オ
ル
を
差
し
上
げ
ま
す
。（
先

着
300
人
）。
詳
し
く
は
、
保
健
セ

ン
タ
ー
と
区
内
の
各
ま
ち
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
で
配
布
す
る
ス
タ
ン
プ

カ
ー
ド
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間　

５
月
12
日
㈪
〜
11
月
28
日

㈮
。

※
記
念
品
の
贈
呈
は
保
健
セ
ン
タ

ー
の
み
で
行
い
ま
す
。

詳
細

保
健
セ
ン
タ
ー
（
前
田
１

条
11
丁
目
）
☎
(681)
１
２
１
１

◆
楽
し
い
お
話
会

　

５
月
17
日
㈯
、
24
日
㈯
、
６
月 

７
日
㈯
の
午
後
２
時
30
分
〜
３
時
。

◆
子
ど
も
映
画
会

　

５
月
17
日
㈯
と
６
月
７
日
㈯
の

午
後
３
時
５
分
か
ら
30
分
程
度
。

※
５
月
14
日
㈬
は
、
施
設
点
検
日

の
た
め
、
28
日
㈬
は
、
図
書
整
理

日
の
た
め
休
館
に
な
り
ま
す
。

詳
細

曙
図
書
館
（
曙
２
条
１
丁

目
）
☎
(685)
４
９
４
６

◆
親
睦
卓
球
大
会

内
容　

混
合
ダ
ブ
ル
ス
リ
ー
グ
戦
。

日
時　

５
月
23
日
㈮
午
前
９
時
〜

午
後
４
時
。

対
象　

区
内
在
住
の
方
。

定
員　

先
着
40
人
。

費
用　

300
円
。

申
込　

５
月
16
日
㈮
午
前
９
時
か

ら
費
用
を
添
え
て
窓
口
で
申
し
込

み
。

申
込
先
・
詳
細

新
発
寒
地
区
セ
ン

タ
ー
（
新
発
寒
５
条
４
丁
目
）

☎
(684)
５
５
７
１

手
稲
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　
　
　

セ
ン
タ
ー
か
ら

手
稲
区
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

　
　

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

新
発
寒
地
区
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　

か
ら

　

曙
図
書
館
か
ら

オリジナルタオルを進呈します

　学校の図書館を地域に開放しています。幼児向けの本から一般書（趣味の本、
ベストセラー等）まで幅広い蔵書をそろえ、どなたでも無料で借りることができ
ます。
　また、図書館の日常業務や読み聞かせなどを月１回程度お手伝いしていただく
ボランティアも募集しています。お子さん連れの方でも参加できます。詳しくは、
お問い合わせください。

詳細　お近くの開放校または教育委員会生涯学習推進課　☎211‒3872

学校図書館地域開放校のお知らせ学校図書館地域開放校のお知らせ

学校名（所在地） 曜日 時　間
手稲北小（手稲山口653）　
☎681‒4182　ファクス681‒7359 月・水・金 午後1時～4時

手稲西小（金山3‒2）
☎681‒2853　ファクス681‒7279

月 午後1時～3時
水・金 午前10時～午後2時

新陵小（新発寒6‒6）
☎682‒8412　ファクス682‒8430 火・水・金 午後1時～3時30分

前田中央小（前田8‒12）
☎681‒4811　ファクス681‒7403 火・水・金 午後1時～4時

前田北小（前田10‒18）
☎684‒0123　ファクス684‒3497 火・木・金 午後1時～4時

富丘小（富丘1‒6）
☎683‒3791　ファクス683‒4974 月・木・金 午後1時～4時（4～10月）

午後1時～3時30分（11～3月）
星置東小（星置2‒1）
☎694‒7580　ファクス694‒0651 火・水・金 午後1時～4時
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広告

前田１条11丁目 ☎681‒1211

▼対象　 生後３カ月から90カ月（７歳６カ月）未満
のお子さん。

▼料金　 市内在住で対象年齢内のお子さんは無料。

※当日直接会場へお越しください。
◎ １歳を過ぎたお子さんは、ポリオよりもＭＲ
　（麻しん風しん）第１期を優先しましょう。

　食生活を通して、健康づくりの輪を広げるボラン
ティアを養成する講座を開催します。食と健康につ
いて楽しく学び、食生活改善推進員の仲間入りをし
ませんか？
▼対象・定員　区内在住の方。先着30人。
▼期間　５月29日（木）～７月14日（月）【全10回】。
　　　　午前９時15分～午後０時15分
　　　　（６回目のみ午前９時30分～午後１時）。

▼内容　 公衆衛生、栄養の知識、健康づくりなどの  
講話や調理実習など。

▼費用　受講無料、教材費実費負担1,155円。
▼会場　保健センターほか。
▼申込　 土曜、日曜を除く５月12日（月）～21日（水）    

の午前９時～午後５時に電話でお申し込み
ください｡

ポリオ（小児まひ）ワクチン服用のお知らせ

「食生活改善推進員養成講座」受講生募集

　初めて両親になる方を対象に、赤ちゃんの入浴の
練習やお父さんの妊婦体験などを行います。新しい
家族を迎える準備として、ご夫婦で参加してみませ
んか？

▼日時　５月23日（金）午後６時30分～８時30分。
▼会場　保健センター。
▼対象　初妊婦とその夫。
▼定員　先着30組。
▼持ち物　母子手帳、テキスト（わが家に赤ちゃん
　　　　　がやってくる）。
▼費用　無料。
▼申込　 ５月12日（月）から電話でお申し込みください。

　「食べることは生きること！」体も心も元気に育
つ「食」のヒントを探しませんか？

▼演題　食で体を養い心を癒す
            　　　　　　～いのちを培う食育とは
▼講師　 根

ね

本
もと

和
かず

雄
お

氏（天使大学看護栄養学部講師・
メンタルヘルスカウンセラー）。

▼日時　６月13日（金）午後２時～３時40分
         　（受付開始：午後１時30分）。
▼会場　区民センター２階区民ホール（前田１‒11）。
▼対象　 区内在住で食育に関心がある方（受講中は

託児を行います。先着50人）。
▼定員　200人。
▼費用　無料。
▼申込　当日、直接会場へお越しください。
託児を希望する方は、５月12日（月）
以降午前９時～午後５時に電話で
お申し込みください。
（土曜、日曜を除く）。

両親教室参加者募集

「食育講演会」参加者募集

保健センターから保健センターから

1回目 5月29日（木） 6回目 6月27日（金）
2回目 6月 2日（月） 7回目 6月30日（月）
3回目 6月 9日（月） 8回目 7月 7日（月）
4回目 6月16日（月） 9回目 7月10日（木）
5回目 6月23日（月） 10回目 7月14日（月）

実施日 時 間 会場

5月 9日(金)

午後1時30分～3時
保健センター
※受け付けは、区民
センター2階第1会
議室（前田1‒11）

5月12日(月)

5月19日(月)

5月28日(水) 午前9時30分～11時
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大学と手を携えて、ふるさと手稲づくり大学と手を携えて、ふるさと手稲づくり
北海道工業大学、手稲区連合町内会連絡協議会、手稲区が「地域連携協定」を締結!!

　

こ
の
協
定
に
よ
り
、
地
域
社
会

へ
の
貢
献
や
人
材
育
成
を
掲
げ
る

北
海
道
工
業
大
学
に
は
、
学
生
の

社
会
体
験
や
研
究
活
動
の
場
を
得

る
機
会
が
提
供
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
、ま
た
地
域
や
区
に
と
っ
て
は
、

ま
ち
づ
く
り
活
動
に
学
生
の
若
い

自
由
な
発
想
や
、
行
動
力
で
地
域

が
活
性
化
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

３
月
18
日
㈫
に
同
大
学
で
行
わ

れ
た
調
印
式
で
は
、
関
係
者
も
大

勢
出
席
す
る
中
、
三
者
の
代
表
者

が
協
定
書
を
取
り
交
わ
し
ま
し

た
。
協
定
が
結
ば
れ
た
こ
と
を
櫻

井
会
長
は
、「
私
た
ち
に
と
っ
て

は
何
よ
り
も
心
強
い
味
方
が
で
き

ま
し
た
」
と
喜
び
、西
学
長
も
「
こ

れ
に
よ
り
、
さ
ら
に
愛
さ
れ
る
大

学
を
目
指
し
ま
す
」
と
力
強
く
抱

負
を
語
っ
て
い
ま
し
た
。

  ●
て
い
ね
夏
あ
か
り

　

８
千
個
を
超
え
る
手
作
り
ち
ょ

う
ち
ん
が
夜
を
彩
る
「
て
い
ね
夏

あ
か
り
」。
学
生
が
指
導
を
行
い
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
簡
単
に

作
れ
る
ち
ょ
う
ち
ん
を
通
し
て
、

学
生
と
地
域
が
交
流
を
深
め
て
い

ま
す
。
平
成
19
年
度
の
「
北
の
ま

ち
づ
く
り
賞
」
北
海
道
知
事
賞
を

受
賞
し
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
モ

デ
ル
的
取
り
組
み
と
し
て
高
い
評

価
を
得
て
い
ま
す
。

●
山
岳
救
助
隊

　

山
岳
部
に
所
属
す
る
学
生
が
、

手
稲
消
防
団
に
入
団
し
、
全
国
初

と
な
る
消
防
団
山
岳
救
助
隊
が
発

足
し
ま
し
た
。
山
岳
部
で
培
っ
た

経
験
を
生
か
し
、
手
稲
山
な
ど
で

遭
難
者
や
ス
キ
ー
場
の
行
方
不
明

者
が
出
た
場
合
に
、
救
助
に
あ
た

る
た
め
、
定
期
的
に
実
地
訓
練
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
前
田
地
区
の
お
宝
探
し　

　

地
域
ぐ
る
み
で
ま
ち
の
魅
力

「
お
宝
」
を
見
つ
め
直
し
、
次
代

の
子
ど
も
た
ち
に
繋
げ
て
い
こ
う

と
、
前
田
地
区
の
町
内
会
や
地
域

の
団
体
代
表
者
ら
で
企
画
し
て
い

る
「
前
田
の
宝
さ
が
し
」
事
業
に

も
、
地
区
内
に
あ
る
大
学
の
学
生

と
し
て
運
営
に
携
わ
っ
て
い
ま

す
。
前
田
の
良
い
と
こ
ろ
を
み
つ

け
る
た
め
、
中
学
生
と
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
り
と
中
心
と
な

っ
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

●
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
不
法
投
棄

　

富
丘
西
宮
の
沢
地
区
で
は
地
域

が
主
体
と
な
り
不
法
投
棄
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
取
り

組
み
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
地
域

が
開
い
た
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
不

法
投
棄
」
の
会
合
で
は
、
同
大
学

で
こ
の
問
題
を
研
究
す
る
椎し

い

野の

亜あ

紀き

夫お

准
教
授
が
「
ご
み
問
題
と
そ

の
対
策
」と
題
し
て
講
演
を
行
い
、

さ
ら
に
椎
野
ゼ
ミ
の
学
生
を
加
え

て
地
域
住
民
と
対
策
な
ど
に
つ
い

て
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
地
域
に
解
け
込
ん

で
い
る
北
海
道
工
業
大
学
。
今
後

も
手
稲
区
で
は
、
三
者
が
連
携
し

「
愛
着
と
誇
り
の
持
て
る
ま
ち
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

協
定
締
結
へ
と
繋
が
っ
た

 
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み

　地域と連携したまちづくりを進める
手稲区では、このほど北海道工業大学
と手稲区連合町内会連絡協議会の三者
間で「地域連携協定」を締結。地域に
根ざした活動をこれまでも行ってきた
同大学と、今後は安全・安心の推進や
生涯学習、青少年育成に関することな
どの分野でさらに緊密な連携を図って
いくことになりました。

制服に身を包み、決意を
新たにする学生たち

学生が子どもたちにちょう
ちん作りを教えます

学生が中心となって中学生と
一緒に前田の良いところ探し

調印式では固い握手で協力を誓いました。左から小
こ

山
やま

高
たか

史
し

手稲区長、
西
にし

安
やす

信
のぶ

北海道工業大学学長、櫻
さくら

井
い

幸
ゆき

夫
お

手稲区連合町内会連絡協議会会長
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